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を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
特

に
、
積
雪
寒
冷
地
域
等
地
域
の

状
況
に
十
分
配
慮
し
て
配
分
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
こ
の
他
に
、
物
流
コ
ス
ト
安

定
化
等
の
た
め
の
高
速
道
路
料

金
割
引
の
臨
時
措
置
に
関
す
る

経
費
（
国
費
２
５
６
億
円
）
を

計
上
し
て
い
る
。

※
こ
の
他
に
、
防
災
・
安
全
交

付
金
（
国
費
９
９
７
億
円
）
が

あ
り
、
地
方
の
要
望
に
応
じ
て

道
路
整
備
に
充
て
る
こ
と
が
で

き
る
。

【
事
業
別
概
要
】

○
災
害
復
旧
・
防
災
減
災
事
業

へ
の
対
応

・
道
路
の
緊
急
防
災
事
業

９
２
，
０
７
８
百
万
円

豪
雨
等
に
よ
る
自
然
災
害
リ

ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、
災
害

時
の
安
定
的
な
道
路
交
通
を
支

え
る
代
替
路
等
の
整
備
を
推

進
。

平
成
28
年
１
月
20
日
に
平
成

27
年
度
補
正
予
算
が
成
立
し

た
。道

路
関
係
補
正
予
算
の
配
分

方
針
は
、
一
般
公
共
事
業
に
関

し
て
は
、
災
害
復
旧
そ
の
他
緊

急
に
必
要
な
対
応
を
行
う
た

め
、
平
成
27
年
９
月
関
東
・
東

北
豪
雨
等
の
大
規
模
災
害
か
ら

の
復
旧
、
自
然
災
害
リ
ス
ク
が

高
い
地
域
に
お
け
る
緊
急
防
災

対
策
等
に
必
要
な
経
費
が
計
上

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
配
分

に
当
た
っ
て
は
、
追
加
の
趣
旨

を
十
分
踏
ま
え
、
「
道
路
の
緊

急
防
災
事
業
」
に
つ
い
て
、
地

域
の
実
情
や
地
方
公
共
団
体
の

要
望
等
を
勘
案
し
つ
つ
、
重
点

的
か
つ
効
率
的
な
配
分
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

国
庫
債
務
負
担
行
為(

ゼ
ロ

国
債)

に
つ
い
て
は
、
公
共
事

業
の
円
滑
か
つ
効
率
的
な
執
行

を
図
る
た
め
、
事
業
の
平
準
化

上
）
〕

最
優
秀
賞
１
作
品
、
優
秀
賞
２

作
品

【
入
賞
作
品
の
発
表
・
使
用
】

入
賞
作
品
は
決
定
次
第
、
本

人
に
直
接
通
知
す
る
と
と
も

に
、
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
発
表
し
、
「
道
路
ふ
れ

あ
い
月
間
」
の
推
進
に
幅
広
く

活
用
さ
れ
る
。

【
表
彰
】

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
期

間
中
に
国
土
交
通
省
か
ら
賞
状

及
び
楯
を
贈
呈
。

【
参
考
／
平
成
27
年
度
推
進
標

語
・
最
優
秀
賞
】

〔
小
学
生
の
部
〕

『
あ
い
さ
つ
の

大
き
な
声
が

ひ
び
く
道
』

〔
中
学
生
の
部
〕

『
も
う
い
い
か
い

指
差
し
確

認

ま
あ
だ
だ
よ
』

〔
一
般
の
部
（
高
校
生
以

上
）
〕

『
い
い
出
会
い

い
い
道
か
ら

の

贈
り
物
』

【
主
催
】

国
土
交
通
省

道
路
は
、
生
活
の
向
上
と
経

済
の
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
国
民
共
有
の
、
つ
ま
り
あ

な
た
の
財
産
で
す
。
み
ん
な
が

道
路
と
親
し
み
、
ふ
れ
あ
い
、

常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全

に
、
共
に
楽
し
く
利
用
し
、
次

世
代
に
受
け
継
い
で
い
き
ま
し

ょ
う
。

【
応
募
資
格
】

小
学
生
以
上

【
応
募
期
間
】

平
成
28
年
３
月
31
日
（
木
）
ま

で
（
当
日
必
着
）

【
応
募
部
門
・
賞
】

〔
小
学
生
の
部
〕

最
優
秀
賞
１
作
品
、
優
秀
賞
２

作
品

〔
中
学
生
の
部
〕

最
優
秀
賞
１
作
品
、
優
秀
賞
２

作
品

〔
一
般
の
部
（
高
校
生
以

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
８

月
を
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

と
し
て
、
道
路
の
愛
護
活
動
や

道
路
の
正
し
い
利
用
の
啓
発
等

の
各
種
活
動
の
推
進
に
努
め
て

い
る
が
、
こ
の
一
環
と
し
て
、

平
成
28
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
」
推
進
標
語
を
広
く
一
般

か
ら
募
集
す
る
。

道
路
は
、
国
民
の
日
常
生
活

や
経
済
活
動
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
重
要
な
公
共
施
設
だ

が
、
あ
ま
り
に
も
身
近
な
存
在

で
あ
る
た
め
、
そ
の
重
要
性
が

見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
推
進
標
語
の
募
集

を
通
じ
て
、
道
路
の
役
割
や
重

要
性
を
改
め
て
認
識
し
、
道
路

を
常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

【
テ
ー
マ
】

国土交通省は、地方創生に資する地産地消の促進及び小さな拠点の形成等を目指し

た「道の駅」の新たな設置又はリニューアル等に関する企画提案を募集し、有識者の

意見を踏まえ、重点「道の駅」として38箇所選定した。

に
道
路
啓
開
が
行
え
る
体
制
を
整
え
、
本

州
と
四
国
を
結
ぶ
唯
一
の
緊
急
輸
送
路
と

し
て
の
機
能
確
保
が
で
き
る
よ
う
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

本
四
高
速
会
社
で
は
、
陸
上
自
衛
隊
、

多
く
の
自
治
体
や
関
係
機
関
及
び
復
旧
作

業
を
行
う
地
元
企
業
や
専
門
的
機
関
と
防

災
協
定
を
締
結
し
、
防
災
協
力
関
係
の
強

化
を
図
り
、
本
四
高
速
道
路
が
被
災
し
た

場
合
で
も
、
迅
速
な
道
路
啓
開
、
応
急
措

置
が
行
え
る
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い

る
。災

害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。

９
月
１
日
の
防
災
の
日
、
11
月
５
日
の
津

波
防
災
の
日
、
世
界
津
波
の
日
に
は
当
然

で
あ
る
が
、
こ
の
日
以
外
に
も
、
訓
練
の

形
骸
化
を
防
ぐ
た
め
常
日
頃
か
ら
様
々
な

テ
ー
マ
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
や
ミ
ニ
Ｂ

Ｃ
Ｐ
訓
練
等
の
実
施
に
よ
り
行
動
計
画
・

要
領
・
機
材
等
の
点
検
や
見
直
し
を
行

い
、
予
期
せ
ぬ
災
害
発
生
時
に
も
効
率
的

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
防
災
意
識
を
高
め

災
害
に
備
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

管
理
す
る
責
任
が
最
重
要
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

道
路
は
、
被
災
者
の
人
命
救
助
、
支
援
や

復
旧
・
復
興
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
お
り
、
本
州
と
四
国
を
結
ぶ
本
四
高

速
道
路
は
代
替
路
線
が
な

い
こ
と
か
ら
、
防
災
上
の

重
要
性
が
非
常
に
高
い
道

路
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、

被
災
地
で
の
人
命
救
助
・

物
資
輸
送
の
た
め
の
「
縦

軸
・
横
軸
ラ
イ
ン
（
く
し

の
歯
）
を
整
備
し
被
災
地

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
し

た
。
近
い
将
来
と
想
定
さ

れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地

震
が
発
生
し
た
場
合
、
四
国
で
の
救
助
作

業
や
復
旧
支
援
の
た
め
、
本
州
か
ら
四
国

に
渡
る
車
両
や
多
く
の
人
・
物
資
を
早
期

に
投
入
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に

も
本
四
高
速
道
路
の
災
害
を
最
小
限
に
す

る
と
と
も
に
、
災
害
が
発
生
し
て
も
迅
速

ク
は
順
次
整
備
さ
れ
、
我
が
国
の
大
動
脈

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
日
常
生
活
は

も
ち
ろ
ん
、
業
務
や
観
光
な
ど
様
々
な
目

的
で
利
用
さ
れ
、
中
に
は
代
替
路
線
の
な

い
区
間
や
、
水
道
、
電
気
、
通
信
設
備
な

ど
が
設
置
さ
れ
、
地
域
の
生
活
基
盤
と
し

て
機
能
し
て
い
る
貴
重
な
命
の
高
速
道
路

も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
道
路
の
機
能
が
長
時

間
に
わ
た
り
停
止
し
た
場
合
に
は
、
社
会

経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
復

旧
に
も
支
障
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
そ

の
た
め
、
道
路
が
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う

暗
闇
の
中
で
逃
げ
遅
れ
て
い
た
人
た
ち
を

高
台
に
避
難
さ
せ
命
を
救
っ
た
「
稲
む
ら

の
火
」
の
逸
話
に
ち
な
ん
で
い
る
そ
う
で

あ
る
。
９
月
１
日
の
防
災
の
日
を
含
め
、

こ
の
よ
う
に
次
の
世
代
に
継
承
す
る
た
め

に
、
教
訓
や
訓
練
を
通
じ
て
、
防
災
意
識

の
低
下
防
止
や
、
発
災
後

の
円
滑
か
つ
適
切
な
行
動

が
と
ら
れ
る
た
め
の
機
会

と
し
て
意
義
は
大
き
い
。

内
閣
府
は
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
が
30
年
以
内
に
発

生
す
る
確
率
を
70
％
と
予

測
し
て
お
り
、
こ
の
地
震

・
津
波
は
中
部
か
ら
近
畿

・
四
国
・
九
州
に
か
け
て

極
め
て
広
範
囲
で
強
い
揺

れ
と
巨
大
な
津
波
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

が
発
生
し
た
場
合
の
避
難
者
は
、
四
国
だ

け
で
東
日
本
大
震
災
の
約
４
倍
近
い
約
１

５
０
万
人
を
超
え
る
想
定
が
な
さ
れ
て
い

る
。現

在
、
全
国
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
21
年
。
東
日
本
大
震
災

か
ら
ま
も
な
く
５
年
。
そ

し
て
、
今
後
起
こ
る
と
想

定
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備

え
、
更
な
る
防
災
強
化
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
。

東
日
本
大
震
災
で
の
甚
大
な
津
波
被
害

を
ふ
ま
え
、
津
波
被
害
か
ら
国
民
の
生

命
、
身
体
・
財
産
を
保
護
す
る
こ
と
を
目

的
に
制
定
さ
れ
た
「
津
波
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
広
く
津
波
対
策

に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
毎
年
11
月
５
日
を
「
津

波
防
災
の
日
」
と
定
め
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
日
は
昨
年
、
日
本
の
提
案
に
よ
り
国

連
で
も
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
今
年
か
ら

「
世
界
津
波
の
日
」
と
定
め
ら
れ
た
。
こ

の
日
は
、
１
８
５
４
年
に
中
部
地
方
か
ら

九
州
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
を
大
き
な
津
波

が
襲
っ
た
安
政
南
海
地
震
の
発
災
の
日
で

あ
る
。
こ
の
地
震
に
よ
り
大
津
波
が
和
歌

山
県
広
村
を
襲
っ
た
際
、
濱
口
梧
陵
が
収

穫
さ
れ
た
ば
か
り
の
稲
わ
ら
に
火
を
つ
け
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